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オキア ミ利用の将来
奈 須 敬 二
標題のような原稿依頼を受けたが,筆者は,利用に関
して全 く専門外である.し たがって,標題について専門





















が.そ の市場価値が低いため,商 業的生産に直結 されて

















しかし,全 く未利用の水産資源が一般に普 及す る に



















の悲願 となっているとい うことを,昨 夏東 ドイツの日本
漁業視察団からきいたことがある.理由は,日本人の理
想的な健康体が,水 産たん白に依存 していることを,彼






産資源は利用し得ることになる,そ して,彼 等は,将 来
に備え母船式規模(10,000トン級母船1隻 と,500トン





















































測点A1の 保守などを目的に,前 を リーダに他6名(米








一方みずほ基地では.6月 に記録 した 一57.7°Cが物
語るように厳しい 冬場であったが,　POLEX　SOUTH
計画を中心とした70項目に及ぶ観測が4人 の隊員によっ
て続けられた.経 過は順調で,帰 国後の解析が期待 され
る.
















合 ・吉田が,さ らに資源エネルギー庁,石 油開発公団か



































































に,特 別会合を開 くことになっている.開催地 ・期 日は
今後外交チャンネルを通じて決定 される筈である.












議題8に 関しては3つ の勧告がなされた.す なわち,
地学研究の場を将来 ともに確保するためには,明 石を含











観光に関する議題10では.勧 告礪一9の 付属書Aを そ
う入することが目的であった.そ の原案は,す でに第9
回協議会議最終報告書の付属書として準備 され て い た















され.論 議された.勧 告皿一8「 南極における生物資源
の保護保存についての合意措置」を承認していない(日
・豪だけ)我が国の代表団は,こ れを意識し,幾つかの










(筆者:星 合孝男,吉 田栄夫,国 立極地研究所教授)


















に述べ,多 くの有益な助言 ・提言を得た.ま た,本 計画
実施に ともな う共同研究を,物 理的に可能な範囲で受け
入れる意志のあることを明らかにし,研究の拡大を図っ
た,
























。 研究課題についての提言 佐藤博雄(東 水大)
谷口 旭(東 北大 ・農),小牧勇蔵(遠 洋水研)


























る観測計画 として東クイーンモー ドラ ン ド地域の調査















非必要であり,両分野共にそれを目ざしてい る こ とか
ら,共 に当観測計画を推進すことで合意がなされた.
プ ロ グ ラ ム
1.東 クイーンモードランドの地下樹造
神沼克伊(極 地研)
コメンテイター 伊神 輝(名 大 ・理)
2.東 クイーンモードランドの地質
白石和行(極 地研)
コメンテイター 木崎甲子郎(琉 球大 ・理)
吉田 勝(大 阪市大 ・理)
3.東 クイ ー ンモ ー ドラ ン トの 地 形
森 脇 喜 一(極 地 研)
コ メ ンテ イ 歩一 藤 原 健 蔵(広 島 大 ・文)
4.氷 床 の ダイ ナ ミ ックス
(1)南極 氷 床 の 流 動 と安 定 性
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成頼廉二(北 大 ・低温研)
{2)氷床の内部構造 松田益義(環 寛研)
コメンテイタ一 案 晃(北大 ・工)
黒岩大助,前 野紀一(北 大 ・低温研)
5.氷 床と環境
{1)氷床の堆積環境 山田知充(北 大 ・低温研)
② 表面積雪層の形成過程 佐藤和秀(長 岡高専)
(3)氷床ボーリングコアからみた気候変動
藤井理行(極 地研)




計画 木崎甲子郎(琉 球大 ・理)









雲と降水(座 長:樋 口敬二名大教授)の2つ のセッショ
ンからな り,発表論文及び話題提供は6件 で.コ メンテ
イ歩一の補足説明 ・関連話題の提供なども併わせそれぞ
れ充分な討議がなされた.






3.南 極におけるライダー観測 一その意義 と展望一
岩坂泰信(名 大 ・水圏研)
コメンテイター
岩井邦中(倍大 ・教育)田 中正之(東 北大 ・理)
皿 雪 と降水






























消 費 量 残 量 消 費 量 残 量
普通軽油 10,83750L252 11,420489,832
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　 Climatic　Data　for　Japanese　Antarctjc　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.temp.)(℃)
最 低気 温(Min　temp・)　(℃)
平 均 気 圧 ・海面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　re!ative　　 　 　　 　　 　　 　　 　 h
umidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
speed,　10・min.皿ean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
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ミ【極地豆事典】
1地 搬 鯛 とxrs圏のかけ橋















































もあるので,こ れらの現象を解明する上でも重 要 で あt
る.人工衛星による観測によれば,大 体の構造について 〉
は,図2に 示す ようにオーロラ帯と呼ばれる領域近辺に1







象,VLF等 の波動現象として観測される.こ こではそ　　　　　　 (AFTER　M.　Sugiura,　1976) '
地球の固有磁場は,太 陽から吹き出してくる高速のプ れらの種々の現象の うち,沿 磁力線電流という現象につ ミ
・ズ… 太陽・)… ぎ・,鵬 … 胤 て ・・述… ミ
}い る.」(図1参照)こ の空間は地球の近傍を除いては完 沿磁力線電流とい う現象は、電気回路で電流が導線上S





1は 電気抵抗が大 きくダイナモ領域と呼ばれている.気 圏では,磁 気圏から電離層に磁力線に沿っ て 流れ 込f
}沿 磁力線電流の重要性は,この現象が磁気圏と電離層 み、電離層内の電流となり、再度電流層から磁気圏に流}
」 という相異った物理的性質をもつ領域を結合させる媒介 れ出る電流回路を形成している.(図2参 照){
≧
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